
12 月定例会
　コロナ感染防止対策予算を追加補正
11 月臨時会
　臨時福祉商品券給付事業予算を追加補正
議員５名が一般質問
　①後藤議員　移住・定住について
　②上地議員　介護保険料について ほか
　③三條議員　町村合併後の現状と課題等について ほか
　④齋藤議員　新型コロナウイルス感染症への対応と
　　　　　　　支援について ほか
　⑤松田議員　新型コロナウイルス対策について ほか

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5

CONTENTS

No.59
［発行日］

令和3年（2021年）2月26日

北海道大空町議会

　　　

議
会
だ
よ
り

　節分の豆まきは、災
害や疫病など、恐ろし
いできごとを追い払う
ことができると言われ
ています。
　まだまだ寒い日が続
きますが、元気に乗り
切ることができること
でしょう。
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一般会計5,623万円追加補正 総額114億6,331万円に
12月定例会12月定例会

令和2年令和2年

12月15日～16日12月15日～16日

大空町議会 12 月定例会は、令和２年度一般会計などの補正予 算、条例制定議案、議会側議案を審議し、可
決しました。
大空町議会 12 月定例会は、令和２年度一般会計などの補正予 算、条例制定議案、議会側議案を審議し、可
決しました。

大
空
町
商
工
業
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
感
染
防
止
対
策
助
成
金
に
１
千
３
百
46
万
円

令和２年度

各
会
計
補
正
予
算

　
令
和
２
年
度
各
会
計
の
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
駆
除
推
進
事
業

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
エ
ゾ
シ
カ
駆
除
事
業

へ
の
助
成
は
、
駆
除

し
た
こ
と
に
伴
う
助
成
金
な

の
か
、
肉
が
処
理
で
き
な
く

て
出
す
助
成
金
な
の
か
。

産
業

課
長

　
　
　
こ
の
助
成
金
は
、
捕

獲
し
た
シ
カ
を
処
分

す
る
た
め
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
化
製
場
で
の
処
理
費
に
か

か
る
補
助
と
、
も
う
１
点
は

民
間
の
食
肉
セ
ン
タ
ー
へ
輸

送
す
る
運
送
費
と
し
て
補
助

し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

も
あ
り
、
民
間
食
肉
セ
ン
タ

ー
へ
の
搬
入
が
減
り
、
そ
の

分
、
化
製
場
へ
持
ち
込
む
頭

数
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、

処
理
費
の
一
部
を
増
額
補
正

す
る
も
の
で
す
。

④
女
満
別
空
港
新
規
路
線
定

着
支
援
事
業
は
、
新
規
路
線

の
開
設
に
際
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
る
厳
し
い
状
況
に
あ

っ
て
も
就
航
１
年
目
か
ら
安

定
し
た
運
航
が
な
さ
れ
、
新

た
な
需
要
を
喚
起
し
な
が
ら
、

３
年
間
で
定
着
を
目
指
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

燃
料
費
や
着
陸
料
、
空
港
施

設
使
用
料
等
に
対
す
る
支
援

金
と
し
て
、
事
業
費
８
０
０

万
円
の
う
ち
３
３
６
万
円
を

大
空
町
が
負
担
す
る
も
の
で

す
。

新
町
建
設
計
画
の
一
部
変
更

　
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
策
定

し
て
い
る
計
画
の
期
間
が
５

年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
７
年
度
ま
で
の
20
年
間

と
し
、
財
政
計
画
も
変
更
し

ま
し
た
。

和
解
及
び
損
害
賠
償

　
町
有
古
梅
ダ
ム
畑
地
か
ん

が
い
施
設
に
起
因
し
て
発
生

し
た
漏
水
事
故
に
対
す
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
（
１

万
６
千
３
４
９
円
）
に
つ
い

て
可
決
し
ま
し
た
。

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
漏
水
事
故
は
保
険
の

対
象
に
な
る
の
か
。

産
業
課
参
事

　
　
　
北
海
道
土
地
改
良
連

合
会
を
介
し
て
保
険

加
入
し
て
お
り
、
生
産
物
の

補
償
、
圃
場
に
被
害
を
与
え

た
箇
所
の
補
償
に
つ
い
て
は

保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

産
業
課
長

　
　
　
施
設
の
状
況
等
は
、

逐
次
、
受
託
者
と
相

談
、
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
修
繕
が
必
要
な
も
の
に
関

し
て
は
、
調
整
を
し
な
が
ら

進
め
ま
す
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

　
大
空
町
議
会
議
員
及
び
大

空
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
制
定
な
ど
５
条
例

の
制
定
、
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
可
決
し
ま
し
た
。

空
港
対
策
費

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
女
満
別
空
港
利
用
促

進
事
業
負
担
金
１
千

８
７
３
万
６
千
円
の
内
訳
は
。

総
務

課
長
総
務
課
参
事

　
　
　
女
満
別
空
港
整
備
・

利
用
促
進
協
議
会
が

行
な
う
事
業
に
対
し
て
負
担

す
る
も
の
で
す
。
負
担
す
る

当
協
議
会
の
事
業
は
、
次
の

４
事
業
と
な
り
ま
す
。

①
女
満
別
空
港
就
航
航
空
事

業
者
支
援
事
業
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
利

用
客
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
中
に
あ
っ
て
も
、
航
空
路

線
を
運
航
し
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
航
空
事
業
者
へ
の
支

援
金
と
し
て
、
事
業
費
１
千

６
１
６
万
６
千
円
の
う
ち
６

８
０
万
６
千
円
を
大
空
町
が

負
担
す
る
も
の
で
す
。
新
千

歳
線
は
一
往
復
１
０
０
万
円
、

羽
田
線
は
一
往
復
２
０
０
万

円
、
大
阪
、
伊
丹
線
は
一
往

復
１
０
０
万
円
を
基
準
と
し

て
、
運
行
月
数
で
按
分
し
、

算
出
し
て
い
ま
す
。

②
女
満
別
空
港
就
航
路
線
拡

充
支
援
事
業
は
、
都
市
部
と

女
満
別
空
港
を
結
ぶ
新
た
な

路
線
を
誘
致
し
、
航
空
事
業

者
が
新
規
就
航
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
導
入
す
る
レ
ン
タ

カ
ー
利
用
者
へ
の
割
引
制
度

に
対
す
る
支
援
金
と
し
て
、

事
業
費
６
０
５
万
円
の
う
ち

２
５
７
万
円
を
大
空
町
が
負

担
す
る
も
の
で
す
。

③
女
満
別
空
港
新
規
就
航
初

期
設
備
費
支
援
事
業
は
、
新

規
就
航
事
業
者
が
使
用
す
る

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、

自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
機
等
の

整
備
費
用
に
対
す
る
支
援
金

と
し
て
、
事
業
費
６
０
０
万

円
を
大
空
町
が
全
額
負
担
す

る
も
の
で
す
。

町
有
の
畑
地
か
ん
が
い
管
路

等
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
保

険
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
女
満
別
地
域
振
興
会
館
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間

運
営
に
よ
り
効
率
化
を
推
進

す
る
た
め
、
現
在
に
引
き
続

き
、
大
空
町
商
工
会
を
指
定

管
理
者
に
指
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
の
期
間
は
、
令

和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
指
定
管
理
更
新
の
際
、

町
で
施
設
を
十
分
点

検
し
、
傷
ん
で
い
る
箇
所
は

修
繕
し
て
引
き
継
ぎ
願
い
た

い
。
お
任
せ
し
た
の
で
、
あ

と
は
指
定
管
理
者
の
責
任
だ

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
町

が
発
注
元
で
あ
る
こ
と
を
十

分
認
識
し
て
ほ
し
い
。

お
り
、
多
少
の
不
安
は
あ
る

が
結
果
的
に
は
交
通
事
故
を

起
こ
す
心
配
が
な
く
な
っ
た

と
い
う
回
答
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
経
済
対
策
事
業三

條
議
員　

Ｑ
　
　
　
大
空
町
商
工
業
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
助
成
金
１
千
３

４
６
万
円
の
中
身
は
。

教
育
長
産
業
課
長

　
　
　
当
初
７
０
０
万
円
の

予
算
で
感
染
防
止
に

対
す
る
消
耗

品
類
へ
の
助

成
（
上
限
５

万
円
）
と
、

備
品
購
入
や

業
態
転
換
に

か
か
る
経
費

へ
の
助
成

（
上
限
20
万

円
）
を
行
な

い
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
助
成

の
要
望
が
あ

り
、
今
回
、

追
加
補
正
す

る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で

42
件
で
、
平

均
16
万
５
千

交
通
安
全
対
策
費三

條
議
員　

Ｑ
　
　
　
運
転
免
許
証
を
返
納

し
て
も
大
丈
夫
だ
と

い
う
方
が
大
多
数
を
占
め
て

い
る
と
思
う
が
、
自
主
返
納

報
奨
金
に
よ
り
免
許
を
返
納

さ
れ
た
方
の
内
訳
は
。

住
民
課
長

　
　
　
20
名
ほ
ど
が
制
度
を

利
用
し
て
免
許
証
を

返
還
し
て
い
ま
す
が
、
３
分

の
１
が
農
村
部
、
そ
れ
以
外

は
市
街
地
区
の
方
で
す
。

　
返
納
さ
れ
た
方
々
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

円
ほ
ど
の
経
費
を
か
け
て
感

染
防
止
対
策
を
実
施
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
金
額
に
要
望
件

数
を
見
込
み
１
千
３
４
６
万

円
の
増
額
補
正
と
す
る
も
の

で
す
。

要
望
意
見
書

　
１
件
の
要
望
意
見
書
（
４

ペ
ー
ジ
に
要
旨
掲
載
）
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
令
和
２
年
８
月
か
ら
10
月

ま
で
の
各
会
計
の
現
金
の
出

納
状
況
及
び
基
金
の
状
況
に

つ
い
て
、
検
査
実
施
結
果
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

商工会に指定管理された地域振興会館

空港に設置されたpeach のチェックインカウンター

助成金で設置された飛沫防止カーテン

各会計補正予算結果
●一般会計� ５，６２３万９千円　追加
●後期高齢者医療特別会計� １０６万２千円　追加
●介護保険事業勘定特別会計� ４３０万１千円　追加

一般会計歳出予算の主な内訳
大空町1５年記念品 ８４万４千円
生活路線バス運行維持対策補助金 1９７万５千円
高齢者運転免許自主返納報奨金 30万０千円
障害者福祉システム改修委託料 11５万５千円
認定こども園整備事業補助金 1９0万８千円
エゾシカ駆除事業助成金 1６万２千円
大空町商工業新型コロナウイルス感
染防止対策助成金 １，3４６万０千円

女満別空港利用促進事業負担金 １，８７3万６千円
スクールバス修繕料 3５0万０千円
東藻琴高等学校備品購入費 12５万４千円
その他 １，2９４万５千円
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我が町政を問う

コロナ禍による地域経済対策を求める要望意見書（要旨）

　新型コロナウイルスの感染拡大により、各国での輸出入制限の動きから、緊急時に自国の食料を安
定的に確保するという食料安全保障の重要性が高まっています。また、各種イベント事業の中止や飲
食業利用者の大幅減などにより、地域経済への打撃も深刻化しています。
　農業においては、インバウンド需要の落ち込みや中食・外食産業の低迷で、米や牛肉・乳製品など
の需要が減少し、需要喚起と価格の回復対策が急務となっています。特に米においては、大幅な消費
減少に加え、主産地の豊作基調により需給が緩和し、来年に向けては大規模な減産が求められていま
す。
　農業を基幹産業としている北海道は深刻な問題となっており、今後も影響が続くと農業者の経営困
窮や関連企業の縮小・倒産など、地域経済に大きなダメージを与えるため、次年度以降も安心して営
農を継続できるよう、新型コロナウイルス対策の強化を図り、地方自治体への対策関連予算を十分に
確保し、適時対応するよう要望します。

１　新型コロナウイルス感染拡大が続くと、一層のインバウンド需要の落ち込み、観光事業の低迷や
外出自粛などで経済損失が拡大し、地域社会全体への影響は必至なことから、地方自治体への対策
関連予算を十分に確保し、適時対応を図ること。

２　新型コロナウイルス感染拡大によって落ち込んでいる農畜産物の需要を喚起する対策を強化し、
今後もコロナ禍での影響試算と対策を拡充すること。
　　特に、米の需給・価格安定に向けた対策を早期に実施するとともに、来年度に向けた米政策につ
いても抜本的な見直しを図り、需給調整機能が発揮される仕組みを構築すること。

★上記の要望意見書を全会一致で採択し、国に対して提出しました。

採
択

物
品
の
購
入

　
東
藻
琴
診
療
所
で
使
用
し

て
い
る
Ｘ
線
撮
影
装
置
が
、

年
数
の
経
過
に
伴
い
故
障
時

の
交
換
部
品
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
有
機
器
を
更
新
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
機
器
更
新
に
よ
り
、
画
質

や
操
作
性
の
向
上
に
加
え
、

撮
影
台
が
昇
降
式
と
な
り
、

患
者
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
負

担
軽
減
と
安
全
性
の
向
上
が

図
ら
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
臨
時
福
祉
商
品
券
給
付
事
業
に

　
　
　
　
１
千
88
万
円
を
追
加
補
正

　
11
月
27
日
に
開
催
し
た
第
５
回
臨
時
会
で
は
、
物
品
の
購
入
、
条
例
の

一
部
改
正
、
各
会
計
補
正
予
算
の
審
議
を
行
な
い
ま
し
た
。

問
　
　
　
令
和
２
年
４
月
に
新

設
し
た
移
住
・
定
住

支
援
室
の
設
置
の
目
的
と
、

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
本
町
も
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

要
因
は
出
生
者
数
と
死
亡
者

数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
や
社
会

的
要
因
の
転
出
超
過
が
挙
げ

ら
れ
、
地
域
の
中
で
働
き
手

が
足
り
な
い
と
い
う
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
、
役
場
内
の
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
で
移
住
や
定
住
に

関
す
る
対
応
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
処
で
き
る
部
署
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
、
移
住
・

定
住
支
援
室
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
現
在
、
正

職
員
２
名
、
会
計
年
度
任
用

職
員
４
名
を
配
置
し
、
業
務

を
進
め
て
い
ま
す
。

移
住・定
住

支
援
室
長

　
　
　
　
　
現
在
ま
で
の
取

り
組
み
と
し
て
、

移
住
相
談
、
移
住
定
住
サ
イ

ト
「
オ
オ
ゾ
ラ
イ
フ
」
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
、
お
試

し
暮
ら
し
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
今

年
度
は
受
け
入
れ
を
中
止
）、

空
き
家
登
録
及
び
住
替
え
促

進
、
無
料
職
業
紹
介
所
の
運

営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴

い
、
働
き
方
を
見
直
す
動
き

が
出
て
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

　
　
　
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

と
い
う
も
の
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
伴
い
、
新
し
い
働
き
方
と

認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し

い
生
活
様
式
、
新
し
い
働
き

方
に
対
応
す
る
た
め
、
都
市

部
か
ら
人
の
移
動
が
見
込
ま

れ
る
状
況
下
に
お
い
て
、
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
を
感
じ
て
お

り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
在
お

付
き
合
い
の
あ
る
企
業
や
誘

致
企
業
の
方
々
と
連
携
を
す

る
と
い
う
ベ
ー
ス
を
大
切
に

し
な
が
ら
模
索
を
し
て
、
需

要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

上
手
に
し
、
出
遅
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
移
住
・
定
住
促
進
に

関
わ
る
各
種
支
援
制

度
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
成

果
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

移
住・定
住

支
援
室
長

　
　
　
　
　
各
種
支
援
制
度

の
実
績
と
成
果

に
つ
い
て
で
す
が
、
住
宅
用

地
の
分
譲
は
、
平
成
16
年
か

ら
47
区
画
造
成
し
、
42
区
画

が
売
買
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
４
区
画
の
売
買
が
締

結
さ
れ
、
分
譲
地
は
残
り
１

区
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
補

助
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
の
制
度
開
始
以
来
34
件
の

申
請
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
８

件
の
方
が
町
外
で
勤
務
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
住
替
え
助
成
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
度
の
制
度
開
始
以

来
１
１
１
件
の
登
録
が
あ
り
、

売
家
が
94
件
、
借
家
が
17
件
、

そ
の
う
ち
今
年
度
の
新
規
登

録
の
売
家
が
11
件
、
借
家
が

３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
助

成
、
改
修
助
成
に
つ
い
て
は
、

本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
制

度
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

町
長

　
　
　
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
総

合
戦
略
で
は
２
０
４
０
年
に

６
千
人
の
人
口
規
模
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
こ

れ
ま
で
移
住
定
住
の
促
進
に

関
わ
る
制
度
と
し
て
、
住
宅

用
地
の
分
譲
等
、
移
住
者
の

受
け
入
れ
と
定
住
の
促
進
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
２
期
目
の
総
合
戦

略
を
進
め
て
い
く
中
で
、
住

宅
の
支
援
に
持
ち
家
と
借
家

両
方
の
支
援
施
策
や
移
住
さ

れ
た
あ
と
の
交
通
及
び
冬
季

対
策
に
対
す
る
支
援
、
雇
用

の
場
の
提
供
な
ど
、
定
着
さ

せ
て
い
く
た
め
の
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
と
い
う
評
価
、

反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
分
析

を
加
え
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

一般
質問

移住定住サイト「オオゾライフ」

移住・定住の魅力的な
支援制度が多数あります。
是非、お知り合いの方達
にお伝えしてください。

テ
レ
ワ
ー
ク
や

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
は

町
長
▼
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て

　
　
　
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員

ワーケーションとは

一口
　メモ

　「ワーク（労働）」と「バケーシ
ョン（休暇）」を組み合わせた造語。
　観光地などでテレワーク（情報通
信技術を利用した時間や場所の制約
を受けない働き方）を活用し、働き
ながら休暇をとる過ごし方。

条
例
の
一
部
改
正

　
民
間
と
国
家
公
務
員
の
給

与
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
．

０
５
月
分
引
き
下
げ
る
人
事

院
勧
告
が
行
な
わ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
大
空
町
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
、
大
空
町
特
別
職
の

給
与
に
関
す
る
条
例
、
大
空

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

各
会
計
補
正
予
算

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
非
課
税
世
帯

を
対
象
者
と
し
た
臨
時
福
祉

商
品
券
給
付
事
業
の
ほ
か
、

故
障
し
た
農
業
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
配
管
の

取
替
工
事
費
な
ど
の
補
正
予

算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決

し
ま
し
た
。

11月臨時会

更新したＸ線撮影装置

臨
時
福
祉
商
品
券
給
付
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
臨
時
福
祉
商
品
券
給

付
事
業
の
中
身
を
詳

し
く
伺
う
。

福
祉
課

参
事

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
日
常
生
活
に
影
響
が

生
じ
て
い
る
方
に
対
し
、
大

空
町
内
で
使
用
で
き
る
商
品

券
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
活
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
町
内
で
の
消
費
喚
起
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
町
民
税
、

道
民
税
に
つ
い
て
、
同
一
世

帯
の
方
が
非
課
税
で
あ
る
方

を
対
象
者
と
し
、
１
人
に
つ

き
１
万
円
分
の
商
品
券
を
給

付
す
る
も
の
で
す
。

オオゾライフオオゾライフ
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我が町政を問う

議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

3月定例会は、

３月８日（月）から
開かれる予定です。

※新型コロナウイルス感染症対策のためマスクの着用・手指の消毒をお願いします。

問
　
　
　
不
育
症
と
は
、
一
般

的
に
妊
娠
可
能
な
年

齢
に
あ
る
女
性
が
、
妊
娠
は

す
る
が
流
産
や
死
産
を
繰
り

返
し
て
、
結
果
的
に
残
念
な

が
ら
子
ど
も
を
授
か
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
原
因
は
様
々
だ

が
、
適
切
な
治
療
に
よ
り
８

割
以
上
の
方
が
無
事
に
出
産

に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
、
最

近
の
研
究
に
よ
っ
て
分
か
り

始
め
て
い
る
。

　
大
空
町
に
お
い
て
も
、
事

業
と
し
て
支
援
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
何
か

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
不
妊
治
療
に
対
し
ま

し
て
は
、
都
道
府
県

を
事
業
主
体
と
し
た
国
の
支

援
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
治

療
内
容
や
年
齢
な
ど
の
制
限

が
あ
り
、
十
分
で
は
な
い
と

い
う
判
断
か
ら
、
大
空
町
で

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
不
妊

治
療
の
独
自
助
成
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
で
は
不
妊
治
療

の
助
成
額
の
引
き
上
げ
な
ど

の
検
討
も
行
わ
れ
て
お
り
、

北
海
道
で
は
、
平
成
29
年
か

ら
不
育
症
治
療
の
助
成
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道

内
の
自
治
体
に
は
独
自
に
上

乗
せ
補
助
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
不
妊
治
療
や
不
育
治
療
の

支
援
拡
充
は
、
大
空
町
と
し

て
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

福
祉

課
長

　
　
　
不
妊
治
療
費
助
成
は
、

国
費
に
よ
る
支
援
と

し
て
、
不
妊
治
療
費
の
一
部

に
対
す
る
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
実
際
に
は
治
療
が

長
期
化
し
た
り
、
国
費
の
対

象
外
と
な
る
治
療
方
法
を
受

け
ら
れ
る
方
も
お
り
、
大
空

町
で
は
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
独
自
の
制
度
を
設
け
、

所
得
や
年
齢
の
制
限
を
設
け

ず
、
対
象
を
拡
大
し
た
独
自

助
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
の
制
度
発
足

以
来
、
22
組
の
ご
夫
婦
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、
17
人
の
お

子
さ
ま
が
無
事
に
出
生
を
迎

え
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
不
妊
治
療
に
つ
い
て

は
、
私
が
質
問
し
、

助
成
拡
大
を
し
て
い
た
だ
い

た
が
、
実
績
に
つ
い
て
は
素

晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
う
。

　
国
は
、
不
育
症
の
検
査
費

用
を
助
成
し
て
い
る
自
治
体

に
対
し
て
補
助
を
す
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
る
が
、
将

来
的
に
は
、
相
談
支
援
体
制

の
拡
充
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

な
ど
の
保
険
適
用
を
目
指
し

上
うえ

地
ち

史
ふみ

隆
たか

 議員

て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
も

あ
る
。

　
母
子
保
健
事
業
を
担
っ
て

い
る
の
は
町
の
保
健
師
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
相

談
で
き
る
支
援
体
制
を
大
空

町
と
し
て
も
先
行
し
て
拡
充

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
助
成
に
対
し
て
上

乗
せ
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
大
空
町
で
も
行
な
う
の

で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
予

算
を
つ
け
、
所
得
制
限
な
ど

も
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
金
銭
的
な
支
援
に
つ

い
て
は
、
国
や
北
海

道
の
動
向
が
明
ら
か
に
な
っ

て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
大
空
町
と
し
て
率
先
し

て
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
町
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
、
制
度
を
使
い
勝

手
よ
く
変
更
し
て
い
る
つ
も

り
で
す
。
不
育
症
に
つ
い
て

も
、
幅
だ
し
、
上
乗
せ
を
十

分
検
討
し
、
内
容
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
前
の
相
談
体
制

と
い
う
も
の
も
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
保
健

師
と
町
民
の
方
が
接
す
る
機

会
は
、
母
子
保
健
手
帳
を
交

不
育
症
治
療
を

　
支
援
す
る
考
え
は

町
長
▼
独
自
の
支
援
が
で
き
な
い
か

　
　
　
検
討
し
て
い
き
た
い付

す
る
と
こ
ろ
か
ら
関
係
が

生
ま
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　
治
療
の
制
度
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
発
信
も
必
要
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
等

を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
、
相
談
を

受
け
付
け
て
い
け
る
体
制
づ

く
り
、
仕
組
み
づ
く
り
を
確

立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北海道不育症治療助成事業
　北海道では、不育症に関する治療や検査を受
けている方の経済的負担を軽減するため、不育
症治療助成事業を実施しています。
◆助成の内容
　不育症の因子を特定するための検査・検査結
果に基づく治療に要した費用に対して、１回に
つき 10万円まで助成
◆対象となる方
　2回以上の流産、死産、あるいは早期新生児
死亡の既往がある方のうち、次の要件にすべて
該当する方
・夫婦のいずれか一方が道内に住所を有すること
・法律上の婚姻をしていること
・夫婦の前年の所得（合計額）が 730万円未満で
あること
・産科または婦人科を標榜する国内の医療機関に
おいて検査または治療を受けていること

※制度の詳細は北海道のホームページに掲載されて
います。

一般
質問

問
　
　
　
介
護
保
険
制
度
は
地

域
保
険
で
あ
り
、
市

町
村
が
保
険
者
と
し
て
制
度

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険

者
の
方
々
が
納
め
る
介
護
保

険
料
は
、
市
町
村
が
３
年
ご

と
に
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
、
保
険
給
付
費
の
見

込
み
に
基
づ
き
、
具
体
的
な

金
額
を
定
め
て
い
る
た
め
、

市
町
村
で
保
険
料
に
大
き
な

開
き
が
あ
る
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
が

始
ま
っ
た
２
０
０
０
年
度
か

ら
保
険
料
は
全
体
的
に
平
均

約
２
倍
以
上
に
上
昇
し
、
厚

生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
保

険
料
の
滞
納
に
よ
り
預
貯
金

や
不
動
産
の
差
押
え
処
分
を

受
け
た
高
齢
者
が
増
加
し
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

大
空
町
の
保
険
料
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

今
期
の
給
付
実
績
、
今
後
は

施
設
等
の
整
備
が
当
分
見
込

ま
れ
な
い
こ
と
、
基
金
の
額

な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
次

期
の
保
険
料
を
引
き
上
げ
る

要
素
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、

中
期
的
な
視
点
も
加
味
し
た

町
長

　
　
　
現
在
は
、
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の

最
終
年
に
あ
た
り
、
保
険
料

は
１
人
あ
た
り
平
均
で
月
額

５
千
２
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
第
１
期
で
は
、
平
均

２
千
９
０
０
円
だ
っ
た
の
で
、

１
．
８
倍
に
上
が
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
高
齢
化
の
進

展
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

な
ど
が
背
景
と
し
て
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
収
入
が

減
少
し
た
こ
と
な
ど
で
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
国
の
施
策
と

し
て
、
保
険
料
の
減
免
措
置

を
行
な
っ
て
お
り
、
大
空
町

に
お
い
て
も
減
免
を
受
け
ら

れ
て
い
る
方
が
数
名
い
ま
す
。

　
大
空
町
の
保
険
料
は
、
管

内
的
に
見
て
、
上
か
ら
数
え

た
ほ
う
が
早
い
ほ
う
で
あ
り
、

高
い
と
い
う
ご
意
見
が
あ
る

こ
と
も
十
分
承
知
を
し
て
い

ま
す
。

　
保
険
料
の
設
定
は
他
の
市

町
村
と
額
だ
け
を
比
較
し
て

決
め
る
も
の
で
は
な
く
、
高

齢
者
人
口
の
推
計
や
サ
ー
ビ

ス
の
見
込
み
な
ど
を
総
合
的

に
見
込
ん
で
設
定
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

介
護
保
険
料
を
下
げ
る
考
え
は

町
長
▼
今
後
引
き
下
げ
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
　
　中

で
、
引
き
下
げ
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
検
討
を
行
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
給
付
見
込
み
に
対
し

て
実
施
額
が
低
か
っ

た
の
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
限
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
し

か
な
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
課
題
と
し
て
は
、
や

は
り
人
材
の
確
保
が

大
き
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
町
内
に
お
住
ま
い
の

ご
高
齢
の
方
々
が
ど
う
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
望
ま
れ
て
い

る
か
、
そ
こ
を
ど
の
よ
う
に

実
現
し
て
い
く
か
、
そ
う
い

っ
た
議
論
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
第
８
期
の
介
護
保
険
事

業
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自分の質問で拡大した
不妊治療の助成で、

大空町に17人の新たな
命が誕生したことに
感動しています。
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我が町政を問う

問
　
　
　
旧
東
藻
琴
村
と
旧
女

満
別
町
が
合
併
し
て

令
和
３
年
３
月
31
日
で
15
周

年
を
迎
え
る
。
当
初
、
両
地

区
の
個
性
を
融
合
さ
せ
る
べ

く
計
画
を
立
て
て
ス
タ
ー
ト

し
た
と
思
う
が
、
現
状
と
課

題
、
今
後
に
つ
い
て
、
ま
た
、

財
政
効
果
を
伺
う
。

　
合
併
に
伴
い
東
藻
琴
―
女

満
別
間
の
短
絡
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
、
検
討
し
た
こ
と

は
あ
る
か
。
既
存
の
道
路
整

備
と
並
行
し
て
、
短
絡
道
路

等
の
整
備
を
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

　
合
併
後
も
人
口
が
減
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
成
長
戦
略

に
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要

と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
新
町
建
設
計
画
、
総

合
計
画
に
基
づ
き
、

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
拡
大
、

診
療
所
、
障
が
い
者
施
設
の

整
備
等
の
ほ
か
、
自
治
基
本

条
例
の
策
定
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
示
し
て
き

ま
し
た
。
大
空
町
の
ま
ち
づ

く
り
は
道
半
ば
で
す
。
課
題

は
、
「
一
体
感
の
醸
成
」
が

一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

　
合
併
の
効
果
は
、
財
政
面

で
交
付
税
の
合
併
特
例
、
合

併
特
例
債
の
活
用
、
さ
ら
に

人
件
費
の
縮
減
な
ど
、
大
い

に
効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
基
金
残

高
は
増
え
、
実
質
的
な
起
債

残
高
は
減
少
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
現
道
を
中
心
に
整
備
を

行
な
っ
て
お
り
、
新
設
短
絡

路
線
の
整
備
は
検
討
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

開
陽
中
央
線
を
連
絡
道
路
と

位
置
づ
け
、
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
は
、
大
変
大
き

な
課
題
で
す
。
こ
れ
を
克
服

し
て
、
さ
ら
に
地
方
創
生
の

実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

総
合
戦
略
を
策
定
し
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
総
合

戦
略
の
柱
は
「
移
住
促
進
・

雇
用
確
保
」「
人
材
の
育
成
」

「
定
住
の
促
進
」
の
三
つ
で

あ
り
、
こ
の
政
策
を
実
現
す

る
た
め
、
移
住
・
定
住
支
援

室
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
合
併
に
対
す
る
期
待

と
懸
念
が
あ
り
、
サ

ー
ビ
ス
の
負
担
増
や
地
域
間

の
格
差
等
が
懸
念
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
た
。
当
時
、
目

的
と
し
た
こ
と
の
評
価
を
し
、

こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

成
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

見
え
る
形
で
お
知
ら
せ
し
、

懸
念
を
解
消
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
。 三

さん
條
じょう

幸
ゆき

夫
お

 議員

町
長

　
　
　
総
合
計
画
等
の
中
で
、

大
空
町
の
進
む
べ
き

方
向
、
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
な
ど

を
通
じ
て
、
町
民
相
互
の
交

流
が
図
ら
れ
る
、
そ
う
い
う

取
り
組
み
を
今
ま
で
以
上
に

進
め
ま
す
。

問
　
　
　
既
に
開
陽
中
央
線
の

改
良
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
距
離
の
短
縮
に

は
繋
が
ら
な
い
と
思
う
。
緊

急
時
の
救
急
車
、
消
防
車
な

ど
、
時
間
と
の
勝
負
の
事
案

が
必
ず
あ
る
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
現
在
利
用
さ
れ
て
い

る
主
な
道
路
は
、
両

方
の
ル
ー
ト
と
も
東
藻
琴
市

街
地
と
女
満
別
市
街
地
を
結

ぶ
距
離
は
約
16
キ
ロ
で
す
。

　
現
在
の
開
陽
中
央
線
改
良

工
事
は
、
巴
沢
地
区
に
向
っ

て
お
り
、
そ
の
巴
沢
か
ら
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
東
藻
琴

側
に
降
り
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
最
短
の
ル
ー
ト
で
、

ど
う
い
う
路
線
が
よ
い
か
、

今
は
ま
だ
十
分
検
討
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
の

路
線
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

議
論
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
体
感
の
醸
成
の
た
め
に

は
交
流
が
必
要
で
あ
り
、
交

流
の
た
め
に
は
移
動
手
段
や

道
路
の
整
備
等
が
必
要
で
あ

る
と
鑑
み
、
今
後
も
努
力
し

ま
す
。

町
村
合
併
に
よ
り
東
藻
琴-

女
満
別
間

　
の
短
絡
道
路
が
必
要
で
は

町
長
▼
最
短
で
ど
う
い
う
路
線
が
よ
い
か
検
討

　
　
　
し
て
い
な
い
。
今
後
の
議
論
に
よ
る

問
　
　
　
人
口
減
少
に
対
す
る

施
策
が
し
っ
か
り
と

し
て
い
な
け
れ
ば
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
弊
害
が
出
て

く
る
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
子
育
て
や
教
育
の
負

担
軽
減
、
不
妊
治
療

等
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
産
業
・
医
療
・
観
光

の
部
分
を
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
、
人
口
減

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
何
と
か
こ
の
人

口
減
に
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一般
質問

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
拡
大
で
、
働
く

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
母
子

家
庭
等
の
収
入
が
大
幅
に
減

少
し
た
り
、
職
場
を
解
雇
さ

れ
た
な
ど
の
事
例
は
な
い
か
。

弱
者
対
策
の
現
況
と
課
題
、

今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
、
町
内
に

お
い
て
、
ど
れ
だ
け
の
方
が

収
入
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
程

度
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る

の
か
。
詳
細
を
す
べ
て
把
握

で
き
て
い
な
い
と
い
う
の
が

正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
民
生

委
員
、
児
童
委
員
、
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体

に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

情
報
収
集
、
対
策
を
講
じ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
税
、
使
用
料
等

の
減
免
、
ま
た
、
非
課
税
世

帯
に
対
し
、
１
人
あ
た
り
１

万
円
の
臨
時
福
祉
商
品
券
の

給
付
を
す
る
べ
く
事
務
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
実
態
を
把
握
す
る
の

は
難
し
い
と
思
う
が
、

町
が
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
子
ど
も
宅
食
や
生
活
困
窮

者
へ
の
宅
食
事
業
に
つ
い
て
、

以
前
に
も
質
問
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
国
や
北
海
道
、
町

の
い
ろ
い
ろ
な
制
度
の
狭
間

で
、
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

を
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
生
活
に
困
窮
さ
れ
て

い
る
方
を
ど
の
よ
う

に
把
握
す
る
べ
き
な
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
が
一
番
難
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
平
感

ば
か
り
が
先
に
立
ち
、
結
果

と
し
て
本
当
に
困
ら
れ
て
い

る
方
に
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
困
窮
さ
れ
て
い
る

方
々
の
支
援
、
ど
の
よ
う
な

手
だ
て
が
で
き
る
か
施
策
を

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

制
度
の
狭
間
で

　
手
の
届
か
な
い
弱
者
対
策
は

町
長
▼
ど
の
よ
う
な
手
だ
て
が
で
き
る
か

　
　
　
検
討
し
た
い

改良工事中の開陽中央線

合併して15年になり
ます。財政的な合併効果
がある反面、色々な形で
町民皆さんの負担が
増えているなと危惧
　しています。問

　
　
　
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
旧
処
分
場
と

現
処
分
場
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

　
　
　
旧
最
終
処
分
場
は
埋

め
立
て
を
終
了
し
て

お
り
、
発
生
し
て
い
る
ガ
ス

濃
度
、
水
質
の
安
定
化
、
埋

立
地
堤
体
部
に
変
異
が
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ

れ
ば
、
最
終
の
覆

土
を
し
て
廃
止
と

な
り
ま
す
。

　
現
在
の
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場

は
、
平
成
16
年
か

ら
供
用
開
始
し
、

埋
め
立
て
期
間
は
、

平
成
31
年
３
月
ま

で
の
15
年
間
で
す

が
、
あ
と
５
、
６

年
は
埋
め
立
て
で

き
る
状
況
で
す
。

問
　
　
　
新
た
な
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
建
設

予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
新
た
に
建
設
す
る
施

設
は
、
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
と
焼
却
処
理
施

設
を
一
体
に
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
最
終
処
分
場
の
建
設
に
は

５
、
６
年
、
焼
却
処
理
施
設

の
整
備
に
は
７
、
８
年
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最

終
処
分
場
の
施
設
整
備
に
は

環
境
省
の
指
針
で
、
破
砕
や

焼
却
な
ど
の
中
間
処
理
施
設

が
必
須
、
焼
却
処
理
施
設
の

整
備
は
広
域
が
必
須
と
し
て

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
広
域
も
含
め
て
焼
却

処
理
施
設
、
埋
め
立
て
の
最

終
処
分
場
、
一
体
と
な
っ
て

協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
す
で
に
近
隣
の
市
町

で
は
整
備
を
終
え
て

お
り
、
広
域
処
理
に
つ
い
て

は
結
論
を
だ
す
時
期
に
き
て

い
る
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
各
市
町
に
あ
る
施
設

の
相
互
利
用
も
考
え

な
が
ら
議
論
を
進
め
ま
す
。

新
た
な
一
般
廃
棄
物

　
最
終
処
分
場
の
建
設
は

町
長
▼
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
と

　
　
　
焼
却
処
理
施
設
を
一
体
に
検
討

分別等により延命が図られている最終処分場
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我が町政を問う

『町民の声』・『有料広告』を募集しています！
　議会だよりの裏表紙に、「町民の声」として、町民の方の議会に対する思いや考えを
掲載しており、寄稿いただける方を募集しています。
　また、「有料広告」として、民間事業者の広告を募集しています。議会だよりは年４回、
町内全世帯に配布しており、広告料は１回３，０００円となっています。
　「町民の声」、「有料広告」の掲載希望がありましたら、議会事務局までご連絡をお願
いします。

問い合わせ先　大空町議会事務局　℡0152-74-2111（内線 266）

問
　
　
　
町
内
の
医
療
介
護
施

設
の
状
況
と
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
本
町
の
医
療
介
護
施

設
で
は
、
現
在
、
幸

い
な
こ
と
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
は
確
認
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
各
事
業
所

で
独
自
に
ル
ー
ル
や
基
準
を

定
め
、
感
染
対
策
に
努
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
受
け
と

め
て
い
ま
す
。

　
町
の
支
援
と
し
て
、
衛
生

資
材
の
購
入
費
を
支
援
す
る

補
助
制
度
を
創
設
い
た
し
ま

し
た
。
町
が
で
き
る
こ
と
は
、

施
設
の
消
毒
や
物
品
の
搬
入
、

支
援
制
度
を
緊
急
に
創
設
す

る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
町
の
職
員
が
対
応
で

き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

人
的
な
支
援
も
で
き
る
限
り

協
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
町
内
で
感
染
症
患
者

が
増
え
て
き
た
場
合
、

介
護
施
設
、
医
療
機
関
の
人

的
な
確
保
は
大
丈
夫
か
。

町
長

　
　
　
北
海
道
に
は
、
集
団

感
染
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
、
専
門
家
を
現
地
に

派
遣
し
て
指
導
や
助
言
等
、

技
術
的
な
支
援
を
行
う
事
業

や
介
護
職
員
の
応
援
派
遣
事

業
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

問
　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
自
己

負
担
費
用
に
つ
い
て

助
成
す
る
考
え
は
。

町
長

　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
行

政
検
査
と
自
費
検
査

の
２
種
類
が
あ
り
、
行
政
検

査
は
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
患

者
や
濃
厚
接
触
者
に
実
施
さ

れ
る
検
査
で
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
で
自
費
検

査
は
、
仕
事
で
渡
航
す
る
際

に
陰
性
の
証
明
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
場
合
に
、
民
間
病

院
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
検

査
で
、
保
険
適
用
も
公
費
負

担
も
な
く
、
数
万
円
と
言
わ

れ
て
い
る
費
用
は
、
自
己
負

担
、
若
し
く
は
雇
用
先
が
負

担
す
る
と
い
う

こ
と
で
現
在
は

実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
保
健
所
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、

管
内
で
自
費
検

査
を
実
施
さ
れ

て
い
る
病
院
は

把
握
で
き
て
お

ら
ず
、
す
べ
て

が
行
政
検
査
で

あ
る
と
受
け
と

め
て
い
ま
す
。

　
自
費
検
査
が

齋
さい

藤
とう

宏
ひろ

司
し

 議員

一
般
に
広
く
実
施
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
際
に
は
、

町
で
も
助
成
措
置
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
考
え
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト

が
販
売
さ
れ
て
い
る

が
、
購
入
費
用
の
助
成
は
検

討
し
て
い
る
か
。

町
長

　
　
　
簡
易
検
査
を
行
な
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の

と
き
に
感
染
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
だ

け
で
、
翌
日
に
感
染
を
す
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
個
人
の
気
持
ち
だ

け
で
、
そ
う
い
う
動
き
を
し

て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
町
内
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
施
設
職
員

全
員
の
検
査
を
や
り
た
い
と

い
う
意
向
が
あ
り
、
そ
れ
が

行
政
検
査
か
ら
外
れ
る
と
い

う
よ
う
な
場
合
が
生
じ
て
く

る
の
で
あ
れ
ば
、
町
が
全
額

を
持
ち
ま
す
の
で
検
査
し
て

み
ま
し
ょ
う
と
い
う
よ
う
な

判
断
は
で
き
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ご
本
人
だ
け
の
判
断

で
検
査
す
る
こ
と
に
対
し
て

助
成
を
す
る
考
え
方
は
今
の

と
こ
ろ
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
へ
の
対
応
と
支
援
は

町
長
▼
必
要
な
支
援
策
に
取
り
組
む

一般
質問

問
　
　
　
今
年
度
か
ら
、
移
住

・
定
住
支
援
室
が
設

置
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
る
が
、
職
業
、
職
場

紹
介
制
度
の
現
状
と
課
題
を

伺
う
。

町
長

　
　
　
本
年
４
月
か
ら
、
無

料
職
業
紹
介
所
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
人
材
確
保

を
目
的
と
し
、
職
員
が
自
ら

各
企
業
や
団
体
か
ら
収
集
し

た
情
報
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

情
報
を
移
住
定
住
版
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
オ
オ
ゾ
ラ
イ
フ
」

に
掲
載
し
、
働
き
た
い
方
と

働
き
手
を
求
め
る
事
業
者
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
事
業
と

な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
簡
単
に
マ
ッ
チ

ン
グ
が
で
き
て
い
る
と
い
う

状
況
に
は
ま
だ
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
広
報
誌
へ
の
定
期

的
な
掲
載
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

問
　
　
　
朝
５
時
か
ら
７
時
ま

で
働
き
、
月
５
、
６

万
円
に
な
れ
ば
い
い
と
い
う

方
も
い
る
。
業
種
を
選
ば
な

け
れ
ば
、
仕
事
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
と
思
う
が
、
そ
う

い
う
方
も
多
く
い
る
こ
と
を

分
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ

ー
に
対
す
る
農
業
者

の
雇
用
の
条
件
は
、
朝
早
く

か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
馬
車
馬

の
ご
と
く
働
く
ス
ー
パ
ー
高

齢
者
を
世
話
し
て
ほ
し
い
と

い
う
よ
う
な
話
も
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

２
時
間
で
よ
い
と
か
、
午

前
中
だ
け
で
よ
い
と
か
、
雇

用
す
る
側
の
発
想
を
変
え
て

い
く
こ
と
も
移
住
・
定
住
支

援
室
の
役
割
の
一
つ
に
今
後

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
を
上
手

に
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
中

も
活
用
し
、
求
人
側
、
求
職

者
側
双
方
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
次
年
度
へ
繋
げ

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
町
民
の
雇
用
対
策
と

新
し
い
地
域
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
し
ご
と
コ
ン

ビ
ニ
事
業
を
実
施
す
る
考
え

は
。

移
住・定
住

支
援
室
長

　
　
　
　
　
し
ご
と
コ
ン
ビ

ニ
事
業
を
展
開

し
て
い
る
東
川
町
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
新
し
い
就
労
形

態
で
あ
る
た
め
、
働
く
環
境

の
整
備
や
運
営
組
織
の
設
立

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
現
在
の
無
料
職
業
紹
介
所

を
確
立
さ
せ
た
上
で
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
検
討
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

しごとコンビニで裁縫業務を受託した女性
（写真提供：東川町しごとコンビニ事務局）

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
事
業
に
よ
る

　
雇
用
対
策
を

町
長
▼
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
働
き
方
の
提
示
を
検
討

で
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
さ
せ
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ッ

チ
ン
グ
の
度
合
い
が
高
ま
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
雇
用
す
る
側
も
新
し

い
形
態
の
考
え
方
と

な
れ
ば
、
も
っ
と
仕
事
の
幅

が
増
え
る
と
思
う
の
で
、
し

ご
と
コ
ン
ビ
ニ
を
検
討
願
い

た
い
。

町
長

　
　
　
例
え
ば
一
家
の
一
人

が
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕

事
に
つ
き
、
も
う
一
人
が
し

ご
と
コ
ン
ビ
ニ
的
な
形
で
副

収
入
を
得
る
と
い
っ
た
考
え

方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
、
仕
事
を
紹
介
し

て
い
く
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

タ
イ
プ
の
働
き
方
を
用
意
し

な
が
ら
提
示
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コロナで自治会、
団体の忘年会や

新年会もすべてカット。
コロナの早い収束で、
皆様との懇親を深めたい

と思います。

しごとコンビニ事業とは

一口
　メモ

　2017年に岡山県奈義町が創設し、本年４月から上川管内東川町も事業に取り組んでいます。
　企業や個人の「ちょっとだけ手伝ってほしいという声」と町民の「ちょっとだけ働きたいという声」
を繋げる仕組みで、企業に雇用されることなく、自分の都合や希望に合わせた仕事ができる新しい就労
形態です。
　仕事例として、封筒入れ、封緘、袋詰め、梱包等の軽作業や、パソコンを使ったデータ入力、データ
整理など、またブログやＳＮＳの更新、ホームページの更新などが想定されています。
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我が町政を問う

議会インターネット中継・
録画映像のお知らせ
　議会の情報公開を進めるため、
審議状況をインターネット上で
ライブ映像、録画映像を配信して
います。
　傍聴に行けない方など、ご家庭
のパソコン、スマートフォン、タ
ブレット等でご覧いただけます。

問
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す

る
予
算
措
置
の
考
え

方
、
執
行
状
況
、
評
価
の
あ

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
、

地
域
経
済
の
底
支
え
、
住
民

生
活
の
支
援
を
図
る
た
め
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
市

町
村
に
交
付
さ
れ
、
大
空
町

に
は
、
総
額
３
億
３
千
39
万

７
千
円
が
配
分
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
定
例
会
及
び
臨
時
会
に
お

い
て
補
正
予
算
を
計
上
し
、

支
援
事
業
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。（
主
な

支
援
施
策
及
び
対
策
事
業
は

下
表
の
と
お
り
）

　
評
価
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
多
く
が
継
続
中
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
現
段
階
に
お
い

て
評
価
す
る
に
至
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

問
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け

る
国
の
支
援
措
置
と

町
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

　
　
　
国
に
お
い
て
は
、
税

等
の
徴
収
の
猶
予
、

軽
減
、
減
免
措
置
が
講
じ
ら

れ
、
町
の
独
自
措
置
と
し
て
、

使
用
料
等
の
私
債
権
、
非
強

制
徴
収
公
債
権
に
お
い
て
履

行
の
延
期
、
さ
ら
に
は
減
免

措
置
な
ど
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
税
や
使
用
料
な
ど
歳
入
の

減
少
と
い
う
も
の
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
一
方
で
予
定
し

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
、

会
議
の
中
止
、
規
模
縮
小
な

ど
、
歳
出
予
算
が
執
行
さ
れ

な
い
状
況
が
あ
り
、
さ
ら
に

国
か
ら
の
交
付
金
も
３
億
３

千
万
円
配
分
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
年
度
は
何
と
か

や
り
く
り
が
つ
く
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
今
後
の
財
政
運
営
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長

　
　
　
来
年
度
も
、
予
防
や

ま
ん
延
防
止
措
置
、

暮
ら
し
の
不
安
解
消
、
経
済

活
動
の
維
持
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
第
３
次
補
正
予
算

を
編
成
し
、
追
加
の
臨
時
交

付
金
を
検
討
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
国

か
ら
の
交
付
金
を
充
当
す
る

考
え
方
で
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
繰
越
予
算
に
な
る
部

分
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
町
の
一
般
財
源
を
持
ち

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
常
に
そ
の
覚
悟
は
持

っ
て
対
処
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。 松

まつ
田
だ

信
のぶ

行
ゆき

 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
事
業
の
積
極
的
な
執
行
を

町
長
▼
場
合
に
よ
っ
て
は
一
般
財
源
の
活
用
も

　
　
　
含
め
覚
悟
を
持
っ
て
対
処
し
て
い
く

一般
質問

問
　
　
　
大
空
高
校
開
校
に
向

け
て
の
周
知
、
Ｐ
Ｒ

活
動
及
び
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
開
催
状
況
と
公
設
塾

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
大
空
高
校
の
周
知
、

Ｐ
Ｒ
に
関
し
て
は
、

今
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方

針
に
お
い
て
も
情
報
発
信
に

力
を
注
ぐ
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
町
内
は
も
と
よ

り
道
内
外
に
対
し
、
様
々
な

媒
体
を
使
い
な
が
ら
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は

９
月
26
日
に
東
藻
琴
高
校
を

会
場
に
開
催
し
て
お
り
、
道

内
外
か
ら
生
徒
や
保
護
者
を

含
め
１
０
０
名
を
超
え
る
方

々
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
施

設
見
学
の
ほ
か
、
参
加
し
た

生
徒
を
対
象
と
し
た
外
部
講

師
に
よ
る
講
話
や
ワ
ー
ク
シ

年
度
か
ら
入
学
す
る
生
徒
は
、

基
本
的
に
東
藻
琴
の
寄
宿
舎

に
入
っ
て
い
た
だ
く
方
針
と

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
道
外
出
身
の
寮
生

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

生
活
面
や
精
神
面
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
ハ
ウ
ス
マ
ス

タ
ー
を
２
名
配
置
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
過
渡
期
に
お
け
る
教

育
委
員
会
及
び
町
の

役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
し
っ
か
り
と
方
向
性

を
示
し
、
土
台
を
作

っ
た
り
レ
ー
ル
を
敷
く
こ
と

が
町
の
役
割
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
大
空
高
校
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

は
さ
ら
に
様
々
な
方
々
の
ご

議
論
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

取
り
組
み
を
一
つ
一
つ
積
み

ョ
ッ
プ
も
併
せ
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
公
設
塾
は
、
大
空
高
校
開

校
に
先
駆
け
、
昨
年
９
月
に

開
設
し
て
い
ま
す
。
公
設
塾

で
は
、
個
々
に
応
じ
た
様
々

な
教
育
活
動
を
展
開
し
、
習

熟
度
に
応
じ
た
基
礎
学
力
の

向
上
に
努
め
る
生
徒
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
や
、
社
会
で
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
な
力
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
、
教
養
講
座

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
校
舎
の
改
修
と
寮
の

運
営
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
長

　
　
　
校
舎
の
改
修
工
事
は
、

機
能
性
の
向
上
、
衛

生
環
境
の
改
善
を
目
的
に
、

総
合
学
科
の
幅
広
い
教
科
に

対
応
し
た
多
目
的
教
室
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
ほ

か
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
整

備
も
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
東
藻
琴

高
校
の
寄
宿
舎
に
つ
い
て
も
、

居
室
や
ト
イ
レ
の
一
部
改
修
、

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を

行
う
な
ど
、
居
住
環
境
の
改

善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
寮
の
運
営
に
つ
い
て
、
来

公設塾でのオンライン講座

大
空
高
校
過
渡
期
に
お
け
る
役
割
は

町
　
長
▼
し
っ
か
り
と
方
向
性
を
示
し
、
土
台
を
作
り
、
レ
ー
ル
を
敷
く

教
育
長
▼
開
校
後
も
継
続
し
て
高
校
魅
力
化
推
進
事
業
を
充
実
さ
せ
る

重
ね
、
完
成
形
に
導
い
て
く

だ
さ
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

教
育
長

　
　
　
教
育
委
員
会
の
基
本

的
役
割
と
し
て
は
、

教
育
環
境
を
整
え
、
教
育
の

質
を
高
め
る
こ
と
で
あ
り
、

生
徒
達
に
必
要
な
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
を
育
み
、

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

今回のキーワードは、
コロナ禍における
対策の即断即行と、
大空高校に求められる
共学共創です。

態
度
を
養
う
こ
と
に
意
を
払

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
公

設
塾
の
設
置
、
寮
の
機
能
向

上
を
三
つ
の
柱
と
し
て
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
学
校
開
校
後
も

継
続
し
て
、
高
校
魅
力
化
推

進
事
業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

町民生活に対する支援・地域経済対策（23事業）
プレミアム商品券事業 売上減少で影響を受けている商工事業者を支援
飲食店応援商品券事業 売上減少で影響を受けている飲食店業者を支援

商工業持続化支援事業
売上減少で影響を受けている商工事業者の事業持
続化を支援

商工業者店舗家賃助成事業
売上減少で影響を受けている商工事業者の店舗経
費を支援

休業要請協力金事業 町からの休業要請協力事業者を支援

誘致企業等支援事業
売上が減少している資本金１億円以上の法人に対
し、固定資産税の50％分を補助金として支援

宿泊支援事業
宿泊者減少で影響を受けている宿泊事業者への支
援

バス事業者への支援 生活路線バスの運行継続に対する支援
感染拡大防止対策（24事業）
公共的空間安全・安心確保
事業

公共施設の手洗い場の水栓・照明の自動化、感染
予防に必要な資材（防護衣、消毒液等）の購入

芝桜公園感染防止施設整備 入園者の３密を避けるため券売機を増設
学校のオンライン学習環境
整備

国が進める１人１台のパソコン端末の整備、光回
線未整備世帯に対する工事費用の補助

減免措置等

使用料・手数料の減免
収入が減少した世帯の状況に応じ、使用料等（公
住・し尿処理・保育園・奨学金・高校寮・上下水道）
を全額または５割減免
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Voice声町民の

議　
　
長　
近
藤
哲
雄（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
深
川　
曻

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
田
中
裕
之

委　
　
員　
三
條
幸
夫

委　
　
員　
後
藤　
忍

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
『
鬼
滅
の
刃
』
と
い
う

作
品
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ

ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
漫
画
や
映
画

が
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
主
人
公
の
家
族
が

鬼
に
惨
殺
さ
れ
、
唯
一
生
き
残
っ
た

妹
が
鬼
と
化
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
か

ら
物
語
が
始
ま
り
ま
す
。

　

妹
を
人
間
に
戻
す
方
法
を
探
す
た

め
、
主
人
公
は
様
々
な
試
練
を
仲
間

の
協
力
や
兄
妹
の
絆
で
乗
り
越
え
、
強

敵
を
倒
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
ま

す
。

　

憎
む
べ
き
鬼
に
も
悲
し
い
過
去
が

あ
り
、
主
人
公
が
涙
を
流
し
な
が
ら

最
期
を
見
届
け
る
シ
ー
ン
は
、
家
族

で
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
ご
一
読
さ
れ
た
後
、

是
非
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

�

（
上
地
）

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　令和２年４月１日に山下町長より辞令をいただ
き、岩原前団長の後任として女満別消防団長に就
任しました。地域防災の要となる組織の長とし、
身の引き締まる思いであると同時に、その職責の
重さを痛感しております。
　コロナ禍の中、今期は４月から６月の定例訓練、
春の演習、新春の出初式などが中止となり、７月
から10月までの短い期間に感染対策を施した変則
的な定例訓練、夜間訓練を行うのみとなりました。
　町民の生命、財産を脅かすあらゆる災害に対処

する活動を任務とする消防団員は、日々の訓練に
より身についた技能をもって、災害現場において
力を発揮することができます。現在、通常の訓練
ができない状況にありますが、新型コロナウイル
ス感染予防策の徹底を図りながら臨機応変に、消
防団の運営を行う所存であります。
　町民の皆様におかれましては、これからも消防
団活動に対してのご理解ご協力をよろしくお願い
いたします。

藤
ふじ

　井
い

　智
とも

　靖
やす

 さん
（網走地区消防組合女満別消防団長）

地域防災力の

なつかしの一枚

－藻琴軌道－
　昭和10年、東藻琴市街と藻琴駅間の15.2キロをガソリン軌
道が走り始めました。
　物資の輸送が主目的でしたが、地域住民の便乗も許され、軌
道の運行はとても喜ばれたそうです。
　その後、山園・東洋まで敷設延長され開拓が進みましたが、
道路網の整備により自動車交通が頻繁となり、昭和39年、軌
道は30年の歴史に終止符を打ちました。

（東藻琴村史より抜粋）

向上を目指し
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